
① ②

※ ※

基本操作手順書

工場電源（一次側電源）をONにしてください。 本体のNFBをONにしてください。

停止ランプ（緑）が点灯し、熱風温度部に『nFb』、設定温度部
に『oFF』が点滅します。

熱風温度部に現在温度、設定温度部に『0』が表示し、風量調
節部に『60』（周波数）が表示します（初回運転時）。

この状態では操作できません。 ２回目以降、設定温度部と風量調節部は前回設定値が表示し
ます。

2-007 作成日：2025年7月

１．通常運転　 ※設定後、電源スイッチをOFFにしても各設定は保持されます。

マルチドライヤ

HAS-80N(F)、TSK-80NF

③ ④

※ ※

※

ます。

熱風温度設定アップダウンキーによって0～250℃
に1℃単位で温度を設定し、熱風スイッチを押して
ください。熱風ランプ（橙）が点灯し、熱風運転を開
始します。

ヒータランプ（緑）はヒータのON/OFFにて点滅します。風量を最小風量調節設定値の20Hzに設定しても、熱風発生
機が無負荷に近い状態なら、最高温度までは昇温しません
（送風機モータの冷却効果を考慮して、モータの回転数の下
限を設定しているため）。この場合は、吐出配管にダンパ等
を設けて、最小風量設定状態で風量をダンパ等で絞ってくだ
さい。

熱風温度はヒータ近くの吐出口温度センサ位置にて測定管理
をおこなっておりますが、通過風量の増減、及び吐出側、吸入
側の圧力損失による物理的なエアの乱流によって、吐出口面
で温度差が生じる可能性があります。
より、正確な温度を測定するために、外部センサを利用し、炉
内等の温度による熱風発生機の運転をおすすめいたします。

送風スイッチを押すと、送風ランプ（緑）が点灯
し、送風運転を開始します。

風量調節アップダウンキーによって20～60Hzに1Hz単位で風
量を設定してください。
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●

●
●

① ② 任意の温度と風量を設定後、熱風運転を開始して
ください。

２．外部センサ（オプション）を使用する場合

停止状態、外部センサソケットのキャップを外し、
矢印をあわせて外部センサＫＸ３５０ＡＰを差し込
んでください（外部センサは装着による自動設定
タイプです）。

外部センサを使用した場合は、設定温度値の熱風温度設定は外部センサ位置の設定、熱風温度値の熱風
温度指示は外部センサ位置の温度となります。

外部センサによって離れた場所の温度をコントロールできます。外部センサ　ＫＸ３５０ＡＰを本体操作パネルの
外部センサソケットへ差し込み、付属のバンドとインシュロックでしっかりと固定してください（固定方法は外部セ
ンサ　ＫＸ３５０ＡＰ付属の取扱説明書をご参照ください）。

外部センサには必ず専用外部センサ　ＫＸ３５０ＡＰをご使用ください。

コード長さ１０ｍ
端末処理：Y端子（１．２５－ＹＡ３．５）
※コード長さ２０ｍ、３０ｍ対応可能Ｒ１／８コンプレッションフィッティング付き

外部センサを用いた、間欠運転の設定方法につきましては、『８．間欠運転モード』をご参照ください。

　　ＨＲ３０－７Ｐ　(全機種共通）
● 外部センサ　ＫＸ３５０ＡＰ　（全機種共通）

コード長さ５ｍ
シース径φ３．２×シース長さ２００㎜

● 外部運転用コネクタ付ケーブル

（Ｐ２ 参照） （Ｐ３ 参照）
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●
●

※
※

①

※
※

② ②

①④⑪の端子電圧 DC12V  3.6mA 以下（無電圧微少負荷用接点）。ON（閉）にて『入』。

　　　必ず故障します。

③⑩の端子電圧 DC5V  100mA以上・DC30V　1A以下（無電圧接点信号出力）。異常時『閉』。

外部運転のリセットは停止スイッチを押す、もしくは、本体のNFBをＯＦＦにすると解除されますが、一次側
電源の入切では、解除されません。

外部からの信号によって、マルチドライヤの運転、停止、及びヒータの入／切が操作できます。
外部運転をおこなう場合、オプションの外部運転用コネクタ付ケーブル　ＨＲ３０－７Ｐが必要です。

外部運転用コネクタ付ケーブル　ＨＲ３０－７Ｐにて外部信号によるマルチドライヤの運転、停止回路を構成し
てください。

外部運転時は、熱風スイッチは無効となります。また、タイマ機能もご使用いただけません。

※　外部運転による熱風発生機の停止後は
　　　約５秒間再始動できません３．外部運転（オプション）を使用する場合

注意：入力端子①⑪間・④⑪間には、絶対に電圧をかけないでください。
　　　出力端子③⑩間には、接点容量を超える負荷を接続しないでください。

任意の温度と風量を設定後、停止状態にて、外部
運転スイッチを長押ししてください（約２秒間）。外
部運転ランプ（橙）が点灯します。

停止状態、及び外部運転用コネクタ付ケーブル
の運転入／切－ＣＯＭがＯＦＦの状態で、外部運
転ソケットのキャップを外し、矢印をあわせて外
部運転用コネクタ付ケーブルを差し込んでくださ
い。

③

※

※

※

※外部運転による熱風発生機の停止後は、約５秒間再始動できません（再始動の待機状態は送風、ま
たは熱風ランプが点滅し、停止から５秒後に始動します）。また、外部ヒータ入／切のＯＮ／ＯＦＦを頻繁
におこなうと、内部リレーが短寿命となりますので、高頻度のヒータＯＮ／ＯＦＦは推奨しておりません。

外部運転モード時は送風スイッチ、熱風スイッチは無効となります（操作できません）。

外部運転モードのリセットは停止スイッチを押してください。また、外部運転にてタイマ運転、タイマ停止はできません。

工場側電源（一次側電源）のＯＦＦでは解除されません。

外部運転信号によって運転をおこなってください。

外部運転入／切信号ＯＮ、外部ヒータ入／切信号ＯＮによる
熱風運転の場合、熱風ランプ（橙）が点灯します。

外部運転入／切信号ＯＮ、外部ヒータ入／切信号ＯＦＦによ
る送風運転の場合、送風ランプ（緑）が点灯します。
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●
※

：

※

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吐出口温度設定１５０、温度警報設定５０の場合

４．出力モードの種類

外部へマルチドライヤの総合異常、運転・停止、温度警報の出力信号を使用することができます。
各異常発生時のマルチドライヤの表示、及び運転状況は、マルチドライヤ　取扱説明書をご覧ください。

変更可能な出力モード

設定値 出力モード

警報動作
（６．温度警報を設定する場合 をご参照ください）

下限偏差警報と待機付下限偏差警報のみ－５０設定

印斜線区域内で警報出力がＯＮとなります。

総合異常 警報動作無し
異常時に出力

『ＡＬｍ』

《 総合異常として出力される内容 》　
オーバーヒート ヒータ内部、及びヒータケースが異常高温となった場合
吐出口温度上限 吐出口温度が上限を超えた場合
マルチドライヤ内部温度異常 マルチドライヤの内部温度が６５℃以上になった場合
外部センサバーンアウト 外部センサ使用時、外部センサが断線した場合
吐出口センサバーンアウト 吐出口センサが断線した場合
過熱防止センサバーンアウト 過熱防止センサが断線した場合
内部温度センサバーンアウト マルチドライヤの内部温度センサが断線した場合

待機付上下限偏差警報

吐出口センサ　マイナス表示 吐出口温度センサが－１５℃以下になった場合
過熱防止センサ　マイナス表示 過熱防止センサが－１５℃以下になった場合
内部センサ　マイナス表示 内部温度センサが－１０℃以下になった場合
外部センサ　マイナス表示 外部センサ使用時、外部センサが－１５℃以下になった場合

運転 警報動作無し
運転時に出力

『ｒＵｎ』

※

※

上下限偏差警報

『ＨＬ』 50 100 150 200

待機付上下限偏差警報

50 100 150 200 250 300

待機付き下限偏差警報

『ＬＷ』 50 100 150 200 250 300

『ＨＬＷ』

待機付上限偏差警報

『ＨＷ』 50 100 150 200 250 300

下限絶対値警報

『ｒＡＳ』 50 100 150 200 250 300

250 300

上限絶対値警報

『ＡＳ』 50 100 150 200

150 200

250 300

上下限偏差範囲警報

『ＷＩｄ』 50 100 150 200

下限偏差警報と待機付下限偏差警報のみ、設定値はマイナスとしてください。

上限偏差警報

『Ｈ』 50 100 150 200 250 300

『－－－』
待機付きとは熱風運転開始時、熱風温度（測定値）が警報範囲内にあっても直ちに警報ＯＮとはならず、一度警報範囲外に出て、再び
警報範囲内に入った場合に発生する警報です。

250 300

250 300

下限偏差警報

『Ｌ』 50 100

警報動作無し
警報動作無し
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① ②

③ ④

５．出力モードの変更方法 ※変更は外部運転機能を解除した停止
　　状態にて実施してください。

熱風温度部に『Loc』、設定温度部に『Lc1』が表示します。熱風温度部に『P』、設定温度部に『20.0』が表示します。

モードキーを６回押してください。

変更後、モードキーを１回押して、通常運転状態
の表示へ戻してください。これでロック解除完了で
す。

熱風温度のダウンキーで設定温度部を『－－－』
へ変更してください。

モードキーを押しながら熱風温度のアップキーを
押し続けてください。

⑤ ⑥

※

モードキーを押しながら、熱風温度のダウンキー
を押し続けてください。

熱風温度のアップダウンキーにて任意の出力モー
ドに変更してください。

熱風温度部に『A1F』、指示温度部に『ALm』が表示します。

ロックを解除することにより、各パラメータの変更が可能となりますが、本書に記載されている項目
以外のパラメータは絶対に変更しないでください。
変更することによって、危険な運転状態、及び動作障害をおこします。また、変更による保証は一
切おこないませんので、充分ご注意ください。

ロック解除後の再ロックは、上記①～④と同じ操作にて設定温度部の『－－－』表示を『Ｌｃ１』へ変更してください。

出荷時のロックモードは『Lc1』です。『---』でロック解除、『Lc2』で温度設定、風量設定、タイマ設定、及びその他の設定のみロックとな
ります。温度設定、風量設定、タイマ設定を固定し、誤設定を防止したい場合は『Lc2』に変更し、ご使用いただくこともできます。

設定後はモードキーを数回押して、通常運転状態の表示へ戻
してください。
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●

① ②

③ ④

設定温度に対して、吐出熱風温度が任意の一定の範囲を超えた場合、警報信号を出力できます。必要に応
じてご利用ください。
（出荷時は総合異常に設定しています。詳しくは４．出力モードの種類をご覧ください）

モードキーを押しながら、熱風温度のダウンキー
を押し続けてください。

熱風温度部に『A1F』、指示温度部に『ALm』が表示します。 設定後はモードキーを数回押して、通常運転状態の表示へ戻
してください。

熱風温度のアップダウンキーにて任意の出力モー
ドに変更してください。
（例えば、上下限偏差範囲警報『ＷＩｄ』に設定しま
す。）

設定後はモードキーを２回押して、通常運転状態に戻してくだ
さい。出力モードを変更しますと設定値は解除されます。

６．温度警報を設定する場合

モードキーを長押ししてください（約２秒間）。

熱風温度部に『A1』、設定温度部に『0』が表示されます。

熱風温度のアップダウンキーで任意の温度範囲
を設定してください。

※ ⑤
※

※

熱風運転を開始してください。
温度警報設定が0で温度警報出力は無効になります。 例えば、ＷＩｄ（上下限偏差範囲警報）で、『２０』設定なら設定

吐出温度の－20℃～＋20℃の範囲内で警報ランプ（赤）が点
灯し、サービス端子③－⑩から警報が出力されます（熱風運
転開始時の昇温時は除く）。

温度警報では本機の運転停止はおこないません。

温度警報は温度警報出力端子から無電圧接点信号（接点容
量　ＤＣ５Ｖ　１００ｍＡ以上・ＤＣ３０Ｖ　１Ａ以下）として出力さ
れます。
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① ②

③

※

※

７．タイマ運転

● タイマ運転（時間がたてば運転）

タイマ設定は運転停止状態にておこなってください（送風運転中、熱風運転中はタイマの設定はできません）。
タイマ運転、及びタイマ停止をおこなう前に、熱風温度と風量調節を任意に設定してください。

タイマ運転スイッチを押してください。 アップダウンキーで任意の時間に設定してください。

タイマ運転ランプ（緑）が点灯し、タイマ表示部に『00.00.』が
点滅、または前回の設定時間が点灯します。

最長９９時間５９分まで１分単位で設定できます。設定完了
後、アップダウンキーから手を離すと、２秒後に点滅から点灯
に切り替わり、設定値が登録されます。

熱風運転スイッチを押してください。

タイムカウント（タイマ設定時間減算）が開始され
（ドット表示点滅）、タイムカウントが『00.00』になる
と熱風運転を開始します。また、タイムカウント中
は熱風ランプ（橙）は点滅し、熱風運転開始後、点
灯に切り替わります。

タイムカウント終了後、タイマ表示は『00.00.』となり
ます。

停止スイッチを押すと、タイマ運転、及びタイムカウ
ントは停止します。

① ②

③

※

※

● タイマ停止（時間がたてば停止）

タイマ停止スイッチを押してください。 アップダウンキーで任意の時間に設定してください。

タイマ停止ランプ（緑）が点灯し、タイマ表示部に『00.00.』が
点滅、または前回の設定時間が点灯します。

最長９９時間５９分まで１分単位で設定できます。設定完了
後、アップダウンキーから手を離すと、２秒後に点滅から点灯
に切り替わり、設定値が登録されます。

熱風運転スイッチを押してください。

タイムカウント（タイマ設定時間減算）が開始され
（ドット表示点滅）、熱風運転をおこないます。タイ
ムカウントが『00.00』になると熱風運転を停止しま
す。また、熱風運転中は熱風ランプ（橙）は点灯
し、熱風運転終了後、点滅に切り替わります。

タイムカウント終了後、タイマ表示は『00.00.』となり
ます。

停止スイッチを押すと、タイマ運転、及びタイムカウ
ントは停止します。
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●

① ②

③ ④

モードキーを押しながら熱風温度のアップキーを
押し続けてください。

モードキーを６回押してください。

熱風温度部に『P』、設定温度部に『20.0』が表示します。 熱風温度部に『Loc』、設定温度部に『Lc1』が表示します。

ダウンキーで設定温度部を『－－－』へ変更して
ください。

変更後、モードキーを１回押して、通常運転状態
の表示へ戻してください。これでロック解除完了で
す。

８．間欠運転モード ※変更は外部運転機能を解除した停止
　　状態にて実施してください。

外部センサを使用して恒温槽等の温度管理をおこなっている場合、恒温槽内が設定温度になれば熱風発生
機を停止し、槽内が設定温度に対して－５℃～－１０℃（任意設定）になれば、熱風発生機の運転を再開す
る省エネ運転ができます。

⑤ ⑥ アップキーにて『oFF』を『on』へ変更してください。

途中、熱風温度部に『ESn』が表示されますが、そのまま
『PAo』が表示されるまで押し続けてください。設定温度部に
は『oFF』が表示します。

停止状態にて、ロック解除後、外部センサを接続
し、モードキーを押し続けてください。
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⑦ ⑧

⑨

※ 出荷時のロックモードは『Lc1』です。『---』でロック解除、『Lc2』で温度設定、風量設定、タイマ設定、及びその他の設定のみロックとな
ります。温度設定、風量設定、タイマ設定を固定し、誤設定を防止したい場合は『Lc2』に変更し、ご使用いただくこともできます。

モードキーを１回押して、熱風温度部へ『SP1』
を、設定温度部へ『-5』を表示させてください。

アップダウンキーにて設定温度部の数値を－５～
－１０の範囲で任意に設定してください。

設定後、モードキーを１回押して、元の停止状態へ戻してから、温度設定、風量設定をおこない、熱風運転を
開始してください。

熱風運転を開始し、恒温槽内のセンサ温度が設定値になれば熱風発生機は運転を停止します。その後、槽内温度が上記で設定され
た温度（－５℃～－１０℃）まで下がれば、熱風発生機は再度運転を開始し、その後、この間欠運転を継続します。

ロックを解除することにより、各パラメータの変更が可能となりますが、本書に記載されている項目
以外のパラメータは絶対に変更しないでください。
変更することによって、危険な運転状態、及び動作障害をおこします。また、変更による保証は一
切おこないませんので、充分ご注意ください。

ロック解除後の再ロックは、上記①～④と同じ操作にて設定温度部の『－－－』表示を『Ｌｃ１』へ変更してください。
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●

① ②

※

※

※

※

９．運転停止
通常運転時、熱風発生機を停止する場合は、停止スイッチを押してください。
また、長時間、熱風発生機を使用しない場合は、工場電源側もＯＦＦにしてください。

すべての表示が消灯します。

停止スイッチを押してください。 長時間、熱風発生機を使用しない場合は、工場側
電源もＯＦＦにしてください。

停止ランプ（緑）が点灯し、すべての運転が停止します。

本体のＮＦＢはＯＦＦにする必要はありません。

熱風発生機の一次側に設けられた電磁接触器等で熱風発生機の運転停止をおこなわないでください。サージ電圧により内部電子機
器が破損します。

外部運転により熱風発生機を運転、または停止しているときに、本体のＮＦＢをＯＦＦにし、再度、ＯＮすると、外部運転モードは解除され
ます。外部運転モードでご使用中に電源を遮断される場合は、必ず工場側電源（一次側電源）にて遮断してください（工場側電源の再
投入では外部運転モードは保持されます）。

必ず停止スイッチで停止してから、工場側電源、または本体のＮＦＢをＯＦＦにしてください。熱風発生機を運転中に、停止スイッチで停
止せず、工場側電源、または本体のＮＦＢをＯＦＦにすると、故障の原因となります。

※

●

①

　

※
※ モードキーを１回押すと、通常運転状態の表示へ戻ります。

ロック解除の必要はありません。

１０．ヒータ出力表示

《例》 ヒータ容量7.5kWの熱風発生機にて80（%）の
ヒータ出力を表示した場合、このときの熱風
発生機の使用消費電力は6kWとなります（た
だし、ヒータは常に7.5kWのON／OFFとなりま
す）。

熱風発生機の運転中に現在のヒータ出力を表示、確認することができます。使用熱量のデータ等にご利用く
ださい。

熱風運転中に熱風スイッチを押し続けてくださ
い。

ヒータの出力表示は％表示です。

設定温度部に『oUT』と現在のヒータ出力（%）が交互に表示し
ます。

本体のＮＦＢは常時ＯＮとし、操作スイッチとしてのＯＮ／ＯＦＦはしないでください。サージ電圧により内部電子機器が破損します。

- 10 -



１１．新配管の商品説明
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《取扱説明書　内容》
1. 7. 異常検出
2. 8 HAS-80Nのフィルタ交換
3. 9 HAS-80NF、TSK-80NFの
4.
5. 10
6.
保守点検 保証
各部の名称と働き

フィルタ交換

据え付け
配管
電源

ご使用上の注意

ホームページ

TEL (06) 6785-6001㈹　FAX (06) 6785-6002

www.kansaidennetsu.co.jp

熱風発生機の取扱説明書は当社ホームページよりダウンロードしてください。

東京支社 〒144-0035　東京都大田区南蒲田２丁目４番４号

TEL (03) 5710-2001㈹　FAX (03) 5710-2005

ホームページ www.kansaidennetsu.co.jp

熱風発生機

製　造
販売元

本　　社 〒577-8566　東大阪市高井田西５丁目４番１８号
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